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研究成果の概要： 
地震調査委員会が公表してきた全国の主要活断層(帯)の長期評価のうち，大地震の発生確率

が高く，要注意とされた長大活断層を主な対象として，その活動域区分や活動履歴を調査研究

し，これらの高精度化を目指した．長野平野西縁，境峠－神谷，邑知潟，根尾谷(濃尾)，養老
－桑名，鈴鹿山脈東縁，三方，琵琶湖西縁，山崎，中央構造線(和泉山脈南縁)，別府湾-九州中
央部などの活断層(帯)について，トレンチ掘削調査や野外地形・地質調査を実施して，より詳
細な活動履歴を明らかにした． 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

2006 年度 5,700,000 1,710,000 7,410,000 

2007 年度 4,800,000 1,440,000 6,240,000 

2008 年度 4,300,000 1,290,000 5,590,000 

総 計 14,800,000 4,440,000 19,240,000 

 
 
研究分野：地形学 
科研費の分科・細目：地理学・地理学 
キーワード：活断層，長期評価，トレンチ掘削調査，活動履歴，(大地震の)発生確率，活動域(セ
グメント)区分(セグメンテーション) 
 
１．研究開始当初の背景 

1995 年兵庫県南部地震の発生後，数多く
の活断層調査が実施されてきたが，地震調査

研究推進本部地震調査委員会は全国の主要

活断層(帯)について，既往の調査成果の取り

まとめを行い，各活断層帯の大地震発生確率

を含む長期評価を公表してきた．こうした評

価結果で要注意とされた活断層(帯)がいくつ
か指摘されたが，それらの中で特に長大で，

活動的な活断層(帯)を対象として，活動域の
区分・活動履歴の高精度化や再検討を計るこ

とは極めて重要であるとみなされる．そこで，

中部日本から近畿・九州中央部に至る地域に

おいて，延長距離の長い，重要な活断層(帯)
を選定して，従来よりも詳細な調査を行うこ

とを計画した． 
 
２．研究の目的 
本研究は，地震調査委員会(2005)が大地震

発生の長期評価を公表した活断層帯のうち，

発生確率が高いとされたグループに属し，延

長距離の長い内陸活断層を主な対象として，



活動域(セグメント)の区分・地下構造・活動

履歴をより精密に調査し，地震規模の推測や

大地震発生時期をより限定することを目指

す．要注意の活断層を中部日本・近畿・四国・

九州地域から選定して，詳しい調査を実施

し，活断層情報の高精度化を目指す． 

 発生確率が高いとされた長大活断層も，活

動域(セグメント)の区分，地下構造，活動履

歴等に関して未解決な問題が多く残されて

おり，とくに活動域の区分(segmentation)を

どう行うか，また，雁行・分岐したりして長

く連続する活断層帯が，連鎖的に活動(連動

破壊)するか，分離して活動するかを判別す

る(grouping)ことは，もっとも重要な課題と

して残されている．活断層の分布状況や諸性

質の解明は急速に計られてきたが，まだ，

個々の活断層の詳細な活動履歴や精度の高

い地下構造の解明などは不十分である．活断

層の長期評価を行う際には，活動履歴や平均

変位速度等の基本的な事柄の解明が重要で

あり，これらを再検討・吟味してセグメント

区分やグル－ピングなどに関する最重要の

研究課題の解明に努める．具体的な活断層帯

として，長野盆地西縁，邑知潟，山崎断層帯，

中央構造線活断層帯，別府湾-九州中央部の

活断層群などを主な対象に選定する． 
 
３．研究の方法 
中部地方では，長野盆地西縁断層帯，邑知

潟断層帯などの大規模な活断層帯に主に焦

点を当てる．近畿地方では山崎断層帯を主要

な対象活断層に選定し，また，和泉山脈南縁

の中央構造線活断層帯を精査する．九州地方

では，別府－万年山断層帯がとくに注目さ

れ，活動度も高く，大分市・別府市などの人

口密集地帯とも一致するので，調査対象の活

断層に選定する．これらは将来の地震発生の

確率が高いグループとされた活断層帯であ

り，日本列島の中でもとりわけ注目される． 

  山崎断層帯に属する土万断層と暮坂峠断

層の電気探査・重力調査をさらに行い，トレ

ンチ適地を検出し，活動域区分や規模予測を

精密化する．本格的な掘削調査場所の絞り込

みを行う．別府－万年山断層帯の概要は大分

県の活断層調査でかなり詳しく判明してき

たが，これらの成果に群列ボーリングやジオ

スライサーを加えて活動時期や変位速度を

正確に求め，活動域区分・規模・将来の発生

時期予測を精密化する． 

 
４．研究成果 

活断層で発生する大地震の連動・連鎖現象

として，中央構造線・濃尾断層系・山陰地域

の活断層を例として論文発表した（岡田，

2006）． 

長野盆地西縁断層帯では深さ約 6ｍの大規

模トレンチ掘削を行い，ウェッジスラスト存

在の確証が世界で初めて見出された．1847 年

善光寺地震に伴うウェッジスラストの挙動

や，最近 4 回の古地震活動時期が推定され，

活動間隔が約 800～900 年と安定している可

能性が示された．境峠－神谷断層帯のトレン

チ掘削調査では，800～1520 cal BP に最新活

動が推定された．従来推定されてきた最新活

動の時期(2370～4870 cal BP)は，今回推定

された 1回前の活動時期(3840～4860 cal BP)

と調和的である．これは境峠－神谷断層帯の

長期評価に見直しを要請する． 

北陸地域の活断層(砺波平野断層帯など)

を対象として，地表面の変形と地形面の年代

を解明し，変位速度を究明した(Nakamura et 

al.,2008)． 

境峠－神谷断層帯の詳細位置は岡田ほか(

2007)の活断層図「木曽駒高原」で明らかに

された．その中南部と南部でトレンチ掘削調

査を行い，活動履歴を究明した．成果の１部

は杉戸ほか(2008)で論文として公表した．最

新活動時期は800～1520 cal BP，この1回前



の活動時期(3840～4860 cal BP)と求められ，

この活動時期は新知見である．１回前の活動

は従来の資料よりも時代的に限定された． 

1891年濃尾地震は日本の内陸で発生した

歴史上で最大地震(M8.0)であり，その時に活

動した根尾谷断層は最大級の変位量(左横ず

れ7-8m，上下6m)を示したが，変位量分布は

ある程度判明している．根尾谷断層沿いに発

達する河成段丘面と堆積物を詳しく調べ，形

成年代を求め，第四紀後期における変位の累

積過程を解明し，成果をKaneda & Okada(200

8)で公表した． 

山崎断層系・暮坂峠断層を対象にトレンチ

調査を行った．姫路市奥護持地区では砂礫層

と基盤岩との不整合面に断層が露出し，断層

変位が約 2 万～7 千 3 百年前に生じたと判明

した．姫路市護持地区第 1地点では，中位段

丘礫層と基盤岩との不整合面に 2.7m 以上の

上下変位が確認され，少なくとも 6回の断層

変位が生じた可能性が推定された．第 2地点

では，約 3万年前に堆積した低位段丘礫層に

50～60cm の上下変位があり，礫層堆積以後に

3回（約 3～2万年前，約 2万～7千 3百年前，

約 7千 3百年前以降）の断層変位が確認され

た．最新の断層変位は耕作土直下に及び，868

年播磨地震に対応する可能性が高い．また高

密度の電気探査を実施し，主断層に沿う低比

抵抗帯が検出され，トレンチ調査での主断層

と良い対応が判明した．また，大原・土万・

暮坂峠断層周辺の段丘地形とその堆積層を

調査し，宍粟市川戸地区で暮坂峠断層の断層

露頭を記載した．さらに，周辺活断層との関

連や近畿西部における活構造上の意義につ

いて，加藤ほか(2008)として論文を第四紀研

究に公表した． 

中央構造線活断層帯は日本列島最長の活

断層であり，活動性も高い．四国中央部の中

央構造線活断層帯の変位地形や断層露頭に

ついて，論文化した(岡田・杉戸，2006)が，

四国域での最新活動時期は約400年前頃であ

り，1596年慶長伏見地震に関連した活動と推

定されるようになった．一方，和泉山脈南

縁部における中央構造線活断層帯はこ

の時には活動しておらず，活動履歴の詳

しい調査が注目されていた．そこで，和

歌山県紀の川市枇杷谷においてトレン

チ掘削調査を実施し，24,000年以降に5回の

活動とそれらの時期を明らかにした(岡田・

越後，2008)． 

別府－万年山断層帯朝見川・堀田断層につ

いて，ボーリングコア 2本の沖積層堆積物記

載・測色調査を実施し，堆積相解析を行い，

断層運動に伴う堆積相変化を考察した(中西

ほか,2006)．また，CO2 フラックスの分布調

査から，別府北部地域の地下での断層分布の

状況を推定した．別府地溝南縁の活断層(朝

見川断層や堀田断層)の活動性や，鶴見岳山

頂溶岩の最新活動期との関連に注目して調

査し，ボーリング調査や現地調査成果を公表

した(中西ほか, 2007)．さらに九州北部に分

布する西山断層帯の変位地形を空中写真判

読と現地調査により再検討した結果，長さ約

20km とされる西山断層帯の南北延長で明瞭

な変位地形を示す活断層が見いだされ，本断

層帯が長さ約 80 km に達することが判明した． 

大規模地震に伴う地表地震断層と深部起

震断層に関する既存資料の整理とカタログ

の作成した(岩城ほか,2006）．活断層活動性

評価の基礎としての高精度堆積物分析のレ

ビューを行った(竹村,2006）． 
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